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かみす防災アリーナは、「もしも（災
害時）」のときには避難所や救援・救
護の機能を持つ地域の防災拠点とし
て、また「いつも（平常時）」はスポ
ーツや各種イベントの開催で多くの市
民が集い、賑わいをつくる交流拠点施
設として整備された融合施設である。
設計から運営維持管理まで民間企業の
ノウハウを活用したPFI事業（建設と
経営を業者自らの資金で実施する事
業）、BTO方式（施設の所有権を譲渡
して経営する方式）を採用している。
「もしも（災害時）」には、概ね３日分
の非常用電源を備え、冷暖房、換気等
の稼働が可能で、１万人分の飲料水３
日分と１週間分の雑用水、同敷地内の中央公園には防災トイレや炊き出し用ガスコック等を備え、一時
避難スペースは１万人、中長期避難スペースは２千人を収容する避難所を想定している。燃料は、近く
にコンビナートがあるので、Ａ重油を契約。また、全てのトイレが停電時でも水を流せる自己発電型の
仕様になっている。その他の防災機能として、耐震性貯水槽、防災井戸、かまどベンチ、防災備蓄倉庫、
自家用発電機等を公園内に備えている。
地域の防災拠点施設としての機能や避難所運営、防災対策の取組は、本町の防災対策においても大い
に参考となるものだった。

学校の立地や規模などが本町と類似している茂原市立本納
小・中学校は、令和３年４月から小中一貫教育が始まり、本
納中学校敷地内に小学校校舎を増設し、同年９月からは施設
一体型小中一貫教育を開始している。令和５年４月からは、
複式学級を有する新治小学校が統合された。また、市内すべ
ての小中学校で小中一貫教育を開始している。統合した新治
小学校は、歴史深く、地域に根付いた学校であり、統合には
賛否があったが、保護者や地域の方々への説明に重きをお
き、毎月説明会を行った結果、閉校に至るまで積極的に関わ
っていただけたとのこと。子どもたちは、本町でも取り組ん
でいる交流学習を行っていたことによりスムーズに統合がで
きたとのこと。通学については、統合準備委員会の中にスク
ールバス部会を設置して協議を重ねたという。学校再編に伴
うアンケート調査結果では統合後のほうが肯定的な回答が増
えたとのこと。多人数で学ぶことで、多様な見方や考え方が
普段からできるようになったことや複式学級で学習していた
児童は自身の学年の授業に集中できるようになり、学習意欲
の向上にもつながったとのこと。
今後の学校のあり方を考える上で大いに参考となるものだ
った。

11月6・7日「地域防災拠点・学校再編」を主題に所管事務の行政調査を実施。

特 　 集

総務文教常任委員会行政調査

茨城県神栖市　かみす防災アリーナ（地域の防災拠点施設）

千葉県茂原市　市立本納小・中学校（本納中学校区の学校再編）

先進地から学ぶ

見取り図説明見取り図説明

備蓄品備蓄品

外観外観

会議室会議室

○
（新治小）

●
本納小 ●

豊岡小

●
本納中
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阿賀町では、一次産業の活性化を促進し地域振
興に繋げるため、地域商社設立に向け本事業に取
組み、アドバイザーの招聘は行政が創出したもの
の、実施体制は特産品開発・販路開拓に長けた地
域おこし協力隊を中心に民間主導だった。また、
設立後のオニグルミを使った地域循環型の取り組
みは、第34回優良経営食料品小売店等表彰の農林
水産大臣賞を受賞された点からも、大変秀逸であ
り、見習うべきものだった。

山形県のエネルギー戦略は、「再エネ活用によ
る地域活性化、環境的価値の循環による持続可能
な社会の構築」の２つの将来像、３つの基本構想、
６つの政策推進プログラム、それに伴うＫＰＩ
（重要業績評価指標）設定や進捗状況などを確認
した。
地域共生を図るための再エネ導入フローがあり、

「山形県再生可能エネルギーと地域の自然環境、
歴史・文化的環境等との調和に関する条例」は先
駆的で、自然環境や景観保全の両立に成果が見ら
れた。なお、１年で成就した特筆的な条例でもあ
ります。

山形市の森林整備は、造林、間伐、下刈、路網・
森林作業道の開設・改良に対し、国庫補助金に市
の嵩上げ補助を加えて、民有林の森林施業を支援
している。利活用は、地元産材「べにうっど」の
利用促進、木に親しむ環境づくり、豊かな森づく
り活動など、森林環境税交付金事業を市独自で展
開しており、市民とともに森林の公益的機能の維
持増進、持続的な発揮、健全化の一助となるよう
努めている点は大変参考になった。

山形県が全国に誇り、西川町の花卉栽培の主力
を担う啓翁桜の生産性向上のため、６年間、取り
組まれた事業であり、農地耕作条件改善事業を皮
切りに、国県の交付金等を有効活用して、圃場、
機械、促成室や作業室等の整備を計画的に実施さ
れていたことが顕著であり、農家全体の約６％で
ある啓翁桜経営体に対し、巨額の公金を投じるた
め、議会への丁寧な説明、全員協議会等での進捗
報告も、しっかり行われていた。

特 　 集

11月6・7日「ふるさと再生・資源活用」を主題に所管事務の行政調査を実施。
○新潟県阿賀町　地域再生マネージャー事業　○山形県西川町　花卉類の大規模園芸団地化
○山形県庁　　　エネルギー戦略関連条例　　○山形県山形市　森林整備と利活用

産業厚生常任委員会行政調査

新潟県阿賀町　地域再生マネージャー事業

山形県庁　エネルギー戦略関連条例 山形県山形市　森林整備と利活用

山形県西川町　花卉類の大規模園芸団地化

町の振興政策を
考える

阿賀町の地域商社の説明を受ける委員阿賀町の地域商社の説明を受ける委員

説明する西川町の担当課長説明する西川町の担当課長

ふるさと納税返礼品
にも使われている

啓翁桜

広大な面積を使用するメガソーラー広大な面積を使用するメガソーラー

美しい月山の自然
日本百名山の１つ

地元産材を使用した議場地元産材を使用した議場
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12月定例会では、条例の改正、指定管理者の指定、補正予算、陳情採択に
よる意見書の提出などが審議されました。

「柳津町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例」の一部改正の専決処分
令和７年10月１日に施行された「行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利
用等に関する法律」の一部改正により、マイナンバー制度の利用範囲を拡大し、住民登録し
ていない者（外国人など）の情報管理システム導入や情報連携システム整備が必要となった。

「柳津町つきみが丘町民センター条例」　ほか　５つの施設条例の一部改正
町が指定管理者を指定している６つの施設（つきみが丘町民センター、西山温泉山村公園、
観光物産館、観光休憩施設、会津柳津駅舎情報発信交流施設、健康福祉プラザ銀山荘）につい
て、管理者の安定収入と委託料の抑制を図るため、利用料金等に関する定めの一部を改正した。

「柳津町特定保育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等
の運営に関する基準を定める条例」　ほか　児童福祉法に関連する２つの条例の一部改正
児童福祉法等の一部を改正する法律により、保育所等の職員による虐待に関する通報義務
等が創設され、児童福祉施設の設備、運営に関する基準等や地域限定保育士制度の一部が改
正された。

「指定管理者の指定」について
町が指定管理者制度により管理している33施設（つきみが丘町民センターほか４施設、健康
福祉プラザ銀山荘、高齢者福祉センター、地区農村公園８施設、地区集会所18施設）の指定管
理者を更新（５年間、農村公園と集会所は10年間）した。

「令和７年度柳津町一般会計」ほか　３つの特別会計、２つの事業会計補正予算（追加議案を含む）
主な補正内容	 農地災害復旧費　  　12,410千円追加　水道施設工事や維持管理費など　　3,707千円追加
　（歳出）	 介護サービス等諸費　17,882千円追加　下水道施設修繕や維持管理費など　2,051千円追加
	 ※そのほか追加された補正として人事院勧告による人件費の増額などがある。

「仮想基盤サーバ機器」の購入について
町が現在使用しているサーバ機器のメーカー保守が終了し、ソフトのサポート期限が切れる

ため、新たな機器の購入をする契約を可決した。
契約金額　2,530万円　
契約相手　株式会社シンク（会津若松市）

「意見書」の提出について
下記の３つの意見書の提出を求める陳情は産業厚生常任委員会に付託して審議し、採択する

ことに決定した。
その内容に応じた各関係省庁（国会や内閣府、厚生労働省など）へ提出するための意見書を
決定した。
・「物価上昇に見合う年金引き上げを求める意見書」
・�「最低賃金を引き上げやすい環境整備のために、中小企業・小規模事業者支援の拡充を求め
る意見書」
・�「院所・事業所の継続とケア労働者が働きやすい環境整備のため、診療報酬・介護報酬など
公定価格の引き上げを求める意見書」

第４回定例会の主な議案

承認

可決

可決

可決

可決

可決

可決

議 案 審 議
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議 案 審 議

12月定例会では、条例の一部改正、指定管理制度関係、補正予算等を
審議しましたが、質疑応答を経て、すべての議案が可決されました。

質疑応答を経て可決

 柳津町一般会計補正予算

【議員】�職員のパソコンのリース料を平準化するため、いっぺんにではなく３分の１とか半
分ずつ、入れ替えるような考えはなかったのか。

【課長】�今後の施設の適正な運営ということで、それについては検討してみます。

【議員】�データ削除という項目は、全部業者に任せきりなのか。データの悪用をしたりする
ものだから、どういうふうに、最後に確認を取っているのか。

【課長】�データ削除等機器の廃棄です。最終的には破壊してしまうというような内容です。

パソコンリース料

 柳津駅舎情報発信交流施設条例

【議員】�利用料金の算出根拠について、対象経費を駅舎床面積で割り、平米単価を出して、
それに各スペースの面積を乗じて算出しているのか。

【課長】�お質しのとおりの考え方の利用料金に、共用スペース利用料金の案分額を合算し
て使用料としている。

利用料金の算出について

 柳津町家庭的保育事業等の設備及び運営に関
 する基準を定める条例の一部を改正する条例

【議員】�文言の中での「家庭的保育」というのは、どういう意味として解釈すればいいのか。

【所長】�「家庭的保育事業」のことだ思いますが、子ども・子育て支援制度の中にある「地
域型保育給付の対象となる自治体の認可事業」のことではありますが、柳津町で
は、そういった事業所はありません。

【議員】�「地域限定保育士」というのは、どういう資格を持っている者を指しているのか。

【所長】�平成27年の通常国会で制定された制度であり、国が行っている地域限定保育士試
験に合格した者が登録され、以降３年間は国が指定した国家戦略特別区域内の自
治体のみで保育士として働くことができる制度です。ただし、福島県は特別区域
になっていません。

家庭的保育・
地域限定保育士

とは



6

議 案 審 議

1月20日に第１回臨時会が開催されました。補正予算と工事請負契約の変
更について審議いたしました。

「令和７年度柳津町一般会計」
国の社会保障・税番号制度に関するシステム（マイナンバー制度）改修事業及び物価高騰
対応子育て応援手当事業に係る歳入歳出予算の補正について可決した。
　補正内容　　・戸籍住民基本台帳費　563千円の増額
　　　　　　　　※�令和８年５月26日以降、戸籍に職権により記載された記載氏名のフリガ

ナについて、国民の利便性の観点から、早期に住民記録システムに取込
むことが求められ、システムの改修が求められた。

　　　　　　　・児童措置費　　　　　8,266千円の増額
　　　　　　　　※�国の物価高騰対応子育て応援手当事業費補助金として、児童１人当たり

一律２万円、児童手当の２月、４月とは別に３月に支給する。なお、支
給日以降の新生児については４月に支給する。

「工事請負契約の変更」について
変更内容　�令和６年12月２日に議決した大成沢・冑中地区導水施設等整備工事請負契約

（令和６年度からの繰越事業）における契約金額の増額について可決した。
　　　　　・契約金額　当初：１億2,375万0千円
　　　　　　　　　　　増額：　　     1,595千円
　　　　　　　　　　　変更：１億2,534万5千円
　　　　　・契約相手　佐久間建設工業株式会社（三島町）

「工事請負契約の変更」について
変更内容　�令和６年12月２日に議決した大成沢・冑中地区浄水設備整備工事請負契約（令

和６年度からの繰越事業）における契約金額の増額について可決した。
　　　　　・契約金額　当初：7,150万0千円
　　　　　　　　　　　増額：　　682千円
　　　　　　　　　　　変更：7,218万2千円
　　　　　・契約相手　理水化学株式会社仙台支店（宮城県）

第１回臨時会の議案

可決

可決

可決

令和８年
第１回定例会 ３月10日（火）～３月19日（木）

・初日は「一般質問」を行います。
・ふれあい館とゆきげ館でテレビ傍聴できます。次回定例会のお知らせ

（歳出）
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議会録画映像のお知らせ議会録画映像のお知らせ
委員会代表質問や一般質問の映像は町の公式ホームページから視聴することができ
ます。（町公式ホームページのURLは「http://www.town.yanaizu.fukushima.jp」です）

スマホやタブレット端末からも、見ることができます！
（右のＱＲコードをご利用ください）
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委員会代表質問
【８ページ】総務文教常任委員会委員長　磯目 泰彦 議員
　　　　　　１、防災、減災に関する取組みの促進について

【９ページ】産業厚生常任委員会委員長　松村　 亮 議員
　　　　　　１、ふるさと再生事業について
　　　　　　２、再生可能エネルギーの推進について

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

一　般　質　問
【10ページ】１番 小林　浩 議員
　　　　　　１、柳津町におけるＡＩ活用の推進ついて

【11ページ】２番 渡邊 俊典 議員
　　　　　　１、森林公園及びスキー場の今後について
　　　　　　２、防災対策について
　　　　　　３、道の駅広場について

第９回赤べこ議会の様子第９回赤べこ議会の様子
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総務文教常任委員長
磯
いそ

目
め

泰
やす

彦
ひこ

議員

委員会代表質問

情報収集を行い、課題解決の
ための対策をしていく

Q
気
候
変
動
に
よ
り
災
害
が

激
甚
・
頻
発
化
し
、
大
地

震
の
発
生
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

公
共
施
設
の
避
難
所
と
し
て
の
活

用
が
期
待
さ
れ
る
の
で
、
次
の
３

点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
避
難
所
の
空
調
設
備
に
つ
い
て

②「
ス
フ
ィ
ア
基
準
」に
つ
い
て

③�

福
祉
避
難
や
同
伴
避
難
の
受
入

体
制
に
つ
い
て

A
（
町
長
）
①
体
育
館
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

は
多
額
の
費
用
が
か
か
る
の
で
、

情
報
を
収
集
し
て
検
討
し
、
地
区

集
会
所
に
は
設
置
工
事
費
の
一
部

を
支
援
す
る
補
助
事
業
を
進
め
る
。

②
施
設
の
ほ
と
ん
ど
が
、（
ス
フ
ィ

ア
）
基
準
に
合
っ
て
い
な
い
。
政

府
が
改
定
し
た
自
治
体
向
け
の
避

難
所
に
関
す
る
取
組
指
針
・
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
整
備
を
進
め

る
つ
も
り
だ
が
、
現
状
等
に
応
じ

た
避
難
所
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

支
援
側
の
環
境
を
整
え
、
支
援
さ

れ
る
側
の
理
解
も
得
て
い
き
た
い
。

③
福
祉
避
難
所
と
し
て
、
福
柳
苑

と
高
齢
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の

ぞ
み
を
指
定
し
て
い
る
。
災
害
時

の
人
員
確
保
の
た
め
、
柳
津
町
社

会
福
祉
協
議
会
、
両
沼
厚
生
会
と

協
定
を
締
結
し
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
の
個
別
避
難
計
画
の
策
定
も

進
め
て
い
る
。
両
施
設
と
も
受
入

れ
が
十
名
程
度
で
不
足
す
る
お
そ

れ
が
あ
り
、
実
際
を
想
定
し
た
訓

練
も
実
施
し
て
い
な
い
な
ど
の
課

題
も
あ
る
の
で
、
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
、
よ
り
よ
く
し
て
い

き
た
い
。
ペ
ッ
ト
と
の
同
伴
避
難

は
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
の
で
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q
学
校
施
設
に
お
い
て
も
避

難
所
で
あ
る
以
上
、
子
ど

も
た
ち
や
避
難
者
の
安
心
安
全
の

た
め
、
断
熱
性
な
ど
の
機
能
強
化

を
図
る
こ
と
は
使
命
で
あ
る
と
思

う
が
、
過
去
に
空
調
設
備
設
置
の

検
討
は
あ
っ
た
の
か
。

A
（
町
長
）
学
校
の
体
育
館

は
詳
細
な
調
査
等
を
し
て

い
な
い
。
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

は
概
算
の
概
算
く
ら
い
で
の
話
を

聞
い
た
報
告
を
受
け
て
い
る
。

Q
国
で
は
令
和
17
年
度
ま
で

に
全
国
の
空
調
設
備
設
置

率
を
現
在
の
18
・
９
％
か
ら
95
％

に
し
た
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
タ

イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
想
定
に

つ
い
て
伺
う
。

A
（
総
務
課
長
）
複
数
年
の

計
画
的
な
整
備
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
（
行
程
図
）
を
作
成
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る

Q
今
年
、
６
月
か
ら
７
月
に

共
同
通
信
社
が
市
町
村
避

難
所
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た

が
、
ス
フ
ィ
ア
基
準
の
ス
ペ
ー
ス

確
保
に
つ
い
て
の
回
答
内
容
を
伺

う
。A

（
総
務
課
長
）「
満
た
し

て
い
る
」
と
回
答
し
て
い

る
。Q

（
ス
フ
ィ
ア
基
準
を
）「
満

た
し
て
い
る
」と
い
う
回

答
は
町
長
答
弁
と
異
な
る
内
容
だ

が
、
ど
ち
ら
が
本
当
な
の
か
。

A
（
総
務
課
長
）
ア
ン
ケ
ー

ト
の
回
答
は
錯
誤
で
、
町

長
答
弁
が
正
し
い
の
で
、
お
詫
び

し
て
「
満
た
し
て
い
な
い
」
と
訂

正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Q
福
島
民
報
に
載
っ
た
記
事

で
あ
り
、
重
要
な
ア
ン
ケ

ー
ト
の
錯
誤
は
不
信
感
を
持
た
れ

て
し
ま
う
の
で
、
再
発
防
止
の
取

組
に
つ
い
て
伺
う
。

A
内
容
を
精
査
し
、
確
認
を

徹
底
し
て
ま
い
り
た
い

Q
福
祉
避
難
所
は
受
入
人
数

が
２
か
所
で
10
人
程
度
ず

つ
と
い
う
の
は
少
な
い
が
、
受
入

す
る
た
め
の
課
題
と
は
な
に
か
。

A
（
町
民
課
長
）
ス
ペ
ー
ス

が
あ
っ
た
と
し
て
も
介
助

職
員
の
動
線
や
配
置
な
ど
で
、
現

状
で
は
十
人
程
度
と
し
て
い
る
。

Q
高
齢
化
が
進
む
地
区
で
は

要
配
慮
者
が
単
身
住
ま
い

し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
区
長
や

町
消
防
団
と
の
連
携
が
重
要
で
、

個
別
避
難
計
画
の
策
定
が
必
須
で

あ
る
。
福
祉
避
難
所
の
訓
練
も
実

施
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
な
の

で
、
今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
総
務
課
長
）
個
別
避
難

計
画
は
昨
年
度
ま
で
に
17

名
の
策
定
を
終
了
し
て
い
る
。
避

難
訓
練
に
つ
い
て
は
町
防
災
訓
練

等
と
並
行
し
て
実
施
し
た
い
。

Q
町
長
の
防
災
に
対
す
る
思

い
を
伺
い
た
い
。

A
（
町
長
）
防
災
の
基
本
的

な
考
え
に
つ
い
て
は
、
町

民
す
べ
て
の
命
を
町
が
守
る
ん
だ

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
正
直
守
れ
ま

せ
ん
。
自
助
・
共
助
・
公
助
の
意

識
を
皆
さ
ん
に
持
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
話
を
し
て
い
き
た
い
。

Q
町
長
な
の
で
、「
全
員
を

お
守
り
す
る
」
と
断
言
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
気
概
を
お
願

い
し
た
い
が
。

A
（
町
長
）
物
理
的
な
こ
と

を
話
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

が
、
最
終
的
に
は
、
公
助
を
も
っ

て
一
人
残
ら
ず
命
は
守
り
た
い
。

防災、減災の取組を促進するには？

町長
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Q
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
っ
た
目
的
、
財
源
、
期

間
等
の
事
業
骨
子
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
町
長
）
事
業
者
や
生
産

者
の
支
援
策
と
し
て
６
次

産
業
化
推
進
に
よ
る
活
性
化
と
地

域
商
社
機
能
の
構
築
、
道
の
駅
再

整
備
を
目
的
に
、
地
域
総
合
整
備

財
団
の
補
助
金
を
充
て
、
最
長
３

年
と
な
っ
て
い
る
。

Q
再
三
に
わ
た
り
「
地
域
商

社
」
と
い
う
言
葉
が
出
て

き
た
。
な
ぜ
今
、
地
域
商
社
が
必

要
な
の
か
。
そ
の
設
立
に
行
政
が

関
わ
る
大
義
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

A
（
町
長
）
町
の
自
主
財
源

を
増
や
し
て
い
く
た
め
に
、

町
内
産
業
の
収
入
を
上
げ
て
い
く

こ
と
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
収

入
増
を
目
指
す
に
は
、
特
産
品
を

町
外
へ
販
売
す
る
ル
ー
ト
の
確
立

が
必
須
と
な
っ
て
お
り
、
今
、
つ

く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
地
域

産
業
の
活
性
化
の
た
め
に
支
援
を

実
施
し
て
い
く
こ
と
は
、
町
が
関

わ
る
大
義
に
な
っ
て
い
く
と
思
っ

て
い
る
。

Q
事
業
の
ゴ
ー
ル
設
定
が
重

要
で
あ
る
。
町
長
が
考
え

て
い
る
本
事
業
の
ゴ
ー
ル
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
地
域
の
活
性
化

を
図
っ
て
、
地
元
産
業
の

事
業
者
収
入
を
上
げ
て
い
く
こ
と
、

産業厚生常任委員長
松
まつ

村
むら

　亮
りょう

議員

産
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
、

ひ
い
て
は
、
町
民
一
人
一
人
の
所

得
を
上
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

て
い
き
た
い
。

Q
道
の
駅
再
編
も
目
的
の
一

つ
と
し
て
協
議
し
て
い
る
、

と
あ
る
が
、
再
編
計
画
は
複
数
の

部
局
に
ま
た
が
る
こ
と
で
あ
り
、

現
在
の
指
定
管
理
者
等
の
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
（
利
害
関
係
者
）
に

関
わ
る
内
容
で
あ
り
、
大
局
的
見

地
か
ら
、
慎
重
に
言
及
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
今
、
協
議
す
る
理
由

や
必
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
町
長
）
誰
が
や
っ
て
い

く
の
か
と
い
う
問
題
が
非

常
に
大
事
で
、
施
設
再
編
と
同
時

進
行
し
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
と

思
っ
て
い
る
。
既
に
動
い
て
い
る

組
織
が
あ
っ
て
、
そ
の
形
を
変
え
、

新
た
な
運
営
主
体
を
つ
く
っ
て
い

く
と
な
る
と
、
交
通
整
理
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
の
で
、
今
か
ら
話

し
合
い
に
入
っ
て
い
る
。

◆　

◆　

◆

Q
町
で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
関
わ
る
基
本
構
想

や
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が
記
載
さ

れ
た
計
画
が
存
在
す
る
の
か
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
町

地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ

ョ
ン
が
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、
実

効
性
を
伴
う
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

は
な
い
。

Q
再
エ
ネ
の
推
進
と
し
て
、

何
を
、
ど
れ
く
ら
い
、
ど

の
程
度
の
ス
パ
ン
（
期
間
）
で
実

施
し
て
い
き
た
い
の
か
。

A
（
町
長
）
地
熱
の
二
次
熱

利
用
に
つ
い
て
は
、
国
補

助
金
を
利
用
し
て
調
査
を
し
た
。

大
切
な
こ
と
な
の
で
、
今
後
も
調

査
や
視
察
等
も
や
っ
て
い
き
た
い
。

Q
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

公
金
を
投
入
す
る
上
で
、

再
エ
ネ
推
進
に
よ
り
町
民
が
享
受

で
き
る
メ
リ
ッ
ト
と
は
、
明
確
に

言
う
と
何
な
の
か
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
公

共
施
設
の
電
気
料
削
減
が

図
ら
れ
、
他
の
事
業
に
充
て
ら
れ

る
。
地
熱
利
用
の
事
業
は
他
市
町

村
と
の
差
別
化
を
図
る
こ
と
が
で

き
て
、
町
の
魅
力
が
向
上
す
る
こ

と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

Q
大
き
な
再
エ
ネ
開
発
に
よ

る
ト
ラ
ブ
ル
の
ニ
ュ
ー
ス

が
後
を
絶
た
な
い
。
事
業
推
進
時

に
起
こ
り
得
る
リ
ス
ク
に
つ
い
て

伺
う
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
森

林
伐
採
、
土
砂
災
害
な
ど

の
危
険
性
、
環
境
悪
化
な
ど
他
市

町
村
の
事
例
か
ら
も
、
事
前
の
対

策
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

Q
再
エ
ネ
、
自
然
環
境
保
全

の
双
方
の
推
進
に
お
い
て
、

現
存
す
る
法
規
だ
け
で
は
対
応
で

き
な
い
と
考
え
る
が
、
町
の
見
解

を
伺
う
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
今

の
町
の
条
例
の
中
で
は
対

応
で
き
な
い
部
分
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

Q
再
エ
ネ
推
進
に
対
し
地
域

住
民
の
安
心
安
全
を
担
保

す
る
条
例
面
の
整
備
に
つ
い
て
明

言
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

A
（
町
長
）
県
内
市
町
村
で

も
規
制
条
例
等
設
置
の
動

き
が
加
速
し
て
お
り
、
相
互
補
完

型
の
条
例
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
現
在
、
歴
ま
ち
計
画
認
定
に

伴
い
、
景
観
計
画
と
景
観
条
例
制

定
の
た
め
の
委
員
会
で
協
議
を
進

め
て
い
る
の
で
、
併
せ
て
規
制
条

例
等
の
制
定
を
し
て
い
き
た
い
。

１、ふるさと財団の補助事業を活用し、町内産業活性化を図りたい。
２、再エネ推進が抱える課題を解決するために協議を重ねていきたい。

１．ふるさと再生事業
２．再エネ推進事業　　の進め方は？

町長
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Q
町
が
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け

て
、
行
政
、
教
育
、
福
祉
、
観
光

の
分
野
で
の
導
入
計
画
を
検
討
し

て
い
る
の
か
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
地
域
の
課
題
解

決
や
活
性
化
の
重
要
な
ツ

ー
ル
（
道
具
）
の
一
つ
に
な
り
得

る
と
認
識
し
て
お
り
、
町
民
が
恩

恵
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、

透
明
性
の
確
保
と
体
制
整
備
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

行
政
分
野
に
お
い
て
は
、
試
験

的
な
導
入
で
良
い
結
果
が
出
れ
ば
、

本
格
的
に
導
入
し
て
い
き
た
い
。

福
祉
分
野
で
は
、
相
談
業
務
、

介
護
、
医
療
費
適
正
化
等
へ
の
活

用
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
現
在
の

と
こ
ろ
導
入
の
検
討
は
し
て
い
な

い
が
、
人
材
確
保
の
苦
慮
が
想
定

さ
れ
て
お
り
、
業
務
効
率
化
の
た

め
の
活
用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

観
光
の
分
野
で
は
、
観
光
庁
よ

り
活
用
案
が
示
さ
れ
、
生
成
Ａ
Ｉ

が
大
き
な
可
能
性
を
持
つ
も
の
と

さ
れ
て
い
る
。
町
で
も
業
務
効
率

化
の
た
め
の
Ａ
Ｉ
活
用
を
進
め
て

い
き
た
い
。

A
（
教
育
長
）
文
部
科
学
省

で
は
、「
初
等
中
等
教
育

段
階
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
活

用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

策
定
し
た
。
こ
れ
を
基
に
、
学
校

で
の
利
活
用
計
画
を
具
体
化
す
る

こ
と
に
な
る
。
町
の
学
校
教
育
の

充
実
を
図
る
上
で
「
確
か
な
学
力

の
向
上
」
は
最
重
要
課
題
と
し
て

捉
え
て
お
り
、
課
題
解
決
や
充
実

を
図
る
た
め
、
進
化
す
る
Ａ
Ｉ
は

有
効
活
用
で
き
る
と
考
え
る
が
、

限
界
や
リ
ス
ク
も
あ
り
、
バ
ラ
ン

ス
を
見
極
め
な
が
ら
指
導
に
当
た

っ
て
い
く
。

Q
議
事
録
作
成
や
文
書
要
約

Ａ
Ｉ
の
導
入
検
討
の
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
現

在
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
ア
シ
ス

タ
ン
ト
機
能
と
会
議
録
作
成
シ
ス

テ
ム
を
試
験
的
に
導
入
し
、
検
証

を
実
施
し
て
い
る
。

Q
職
員
の
業
務
効
率
化
Ａ
Ｉ

の
導
入
方
針
や
モ
デ
ル
事

業
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
現

時
点
で
具
体
的
な
方
針
等

は
な
い
が
、
試
験
的
に
Ａ
Ｉ
機
能

を
導
入
し
て
お
り
、
結
果
が
良
け

れ
ば
進
め
て
い
き
た
い
。
近
年
、

企
業
の
売
込
み
が
急
増
し
て
い
る

の
で
、
ま
ず
は
実
証
、
検
証
、
実

証
の
形
で
試
験
的
に
導
入
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

Q
小
規
模
学
校
に
お
け
る
Ａ

Ｉ
導
入
の
評
価
方
法
や
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
の
検
討
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

A
（
教
育
課
長
）
こ
れ
か
ら

の
課
題
と
な
り
ま
す
。

Q
Ａ
Ｉ
を
含
む
、
教
育
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
改
革
）の
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ（
行
程
図
）を
、
ど
の
よ

う
に
描
い
て
い
く
の
か
。

A
（
教
育
課
長
）
現
在
、
国

の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

た
学
習
環
境
に
よ
り
、
最
適
で
協

働
的
な
学
び
を
実
現
す
る
た
め
の

計
画
）
に
基
づ
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を

実
施
し
て
い
る
。
次
期
学
習
指
導

要
領
は
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
内

容
に
な
る
と
思
う
の
で
、
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
上
に
描
い
て
い
き
た
い
。

Q
独
居
高
齢
者
見
守
り
Ａ
Ｉ

を
導
入
す
る
た
め
の
検
討

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
町
民
課
長
）
以
前
、
み

ま
も
り
電
球
の
購
入
補
助

を
実
施
し
た
が
、
利
用
の
伸
び
が

あ
ま
り
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
自
体
も

終
了
し
た
。
現
在
で
は
、
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
お
り
、

40
名
の
方
が
利
用
し
て
い
る
。
Ａ

Ｉ
セ
ン
サ
ー
等
、
現
状
に
合
っ
た

も
の
を
活
用
し
て
い
き
た
い
。

Q
Ａ
Ｉ
活
用
に
よ
る
交
流
人

口
創
出
や
地
域
経
済
活
性

化
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
き
ち

ん
と
情
報
収
集
を
し
な
が

ら
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
一
体

的
な
取
組
が
で
き
る
よ
う
知
見
を

深
め
て
進
め
て
い
き
た
い
。

Q
町
全
体
で
の
デ
ジ
タ
ル
観

光
戦
略
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
の

位
置
づ
け
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
観
光

振
興
推
進
の
一
つ
の
手
段

と
な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い

る
。
関
係
機
関
等
と
協
議
・
連
携

し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

透明性の確保と体制整備が重要であると考える
利点や限界等のバランスを見極めながら指導に当たっていく

AI（人工知能）を活用するためには？

町長
教育長 １番　小

こば

林
やし

　浩
ひろし

議員
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Q
森
林
公
園
の
現
状
を
見
る

と
、
整
備
当
時
の
状
況
と

か
け
離
れ
て
お
り
、
最
小
限
の
維

持
を
し
て
い
る
よ
う
に
し
か
見
え

な
い
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な
姿
、

利
活
用
を
考
え
て
い
る
の
か
。

A
（
町
長
）
オ
ー
プ
ン
当
初

と
比
べ
、
利
用
者
数
の
減

少
が
続
い
て
い
る
。
施
設
の
老
朽

化
に
加
え
、
木
々
の
成
長
で
景
観

が
悪
く
な
っ
た
こ
と
や
他
町
村
の

キ
ャ
ン
プ
場
整
備
が
進
み
、
競
合

相
手
が
増
え
た
こ
と
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
。
昨
年
度
の
森
林
利
活
用

ビ
ジ
ョ
ン
検
討
会
で
、
里
山
の
シ

ン
ボ
ル
、
森
林
活
動
や
林
業
体
験

の
場
と
し
て
再
整
備
す
る
方
針
が

示
さ
れ
、
今
年
度
、
デ
ザ
イ
ン
の

委
託
を
し
た
。
ゾ
ー
ニ
ン
グ
（
区

割
）
と
キ
ャ
ン
プ
機
能
の
再
考
を

含
め
た
成
果
品
を
も
と
に
、
町
森

林
利
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
運
営
会
議
で

協
議
す
る
予
定
で
あ
る
。

Q
「
森
林
公
園
の
再
整
備
デ

ザ
イ
ン
委
託
」
と
は
、
ど

う
い
う
も
の
な
の
か
。
ど
の
よ
う

な
委
託
を
し
た
の
か
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
森
林

環
境
交
付
金
を
財
源
と
し

て
、
森
林
利
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
検
討

委
員
会
の
意
見
も
盛
り
込
み
、
森

林
公
園
の
広
さ
や
今
後
の
維
持
管

理
等
の
難
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

利
活
用
の
方
針
の
具
現
化
し
た
再

整
備
の
計
画
の
成
果
品
を
納
め
て

い
た
だ
く
委
託
に
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
を
基
に
検
討
委
員
会
の
意
見

を
頂
戴
し
な
が
ら
、
再
整
備
を
進

め
て
い
き
た
い
。

◆　

◆　

◆

Q
ス
キ
ー
場
は
、
リ
フ
ト
を

廃
止
し
、
長
年
放
置
さ
れ

た
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
る

が
、
よ
く
見
え
る
場
所
で
も
あ

り
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
の
か
。
子
供
た
ち
の
ス
キ
ー
運

動
・
遊
び
場
の
確
保
は
必
要
だ
と

考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

A
（
町
長
）
現
在
、
係
長
を

メ
ン
バ
ー
と
し
た
町
公
共

施
設
再
編
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
設
置
し
て
、
今
後
の
方
向

性
を
協
議
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

の
経
過
や
現
状
を
把
握
し
、
具
体

案
を
示
せ
る
よ
う
に
努
め
、
地
権

者
と
の
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
。
雪
国
の
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、

ス
キ
ー
や
粗
利
遊
び
な
ど
は
心
身

の
成
長
に
大
き
な
意
義
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
ス
キ
ー
場
の
休
止
以

降
、
校
庭
や
近
隣
ス
キ
ー
場
で
教

室
を
実
施
し
て
、
場
の
確
保
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Q
ス
キ
ー
場
を
こ
の
ま
ま
に

し
て
置
か
ず
、
も
う
決
め

ま
し
ょ
う
。
結
局
、
観
光
客
相
手

に
す
る
の
か
、
町
民
の
た
め
の
も

の
に
す
る
の
か
。

A
（
町
長
）
順
序
を
踏
ん
で
、

関
係
団
体
の
皆
さ
ん
と
相

談
を
し
な
が
ら
決
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。◆　

◆　

◆

Q
防
火
水
槽
や
消
火
栓
が
十

分
で
な
い
地
区
が
多
々
あ

る
と
見
受
け
ら
れ
る
が
、
特
に
住

宅
密
集
地
区
の
寺
家
町
・
諏
訪

町
・
一
王
町
・
門
前
町
は
、
川
が

あ
る
の
に
、
堤
防
に
よ
っ
て
利
用

で
き
な
い
。
銀
山
川
堤
防
の
か
さ

上
げ
が
進
ん
で
い
る
が
、
取
水
口

や
階
段
な
ど
を
設
置
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

A
（
町
長
）
消
防
署
が
算
出

す
る
メ
ッ
シ
ュ
地
図
に
基

づ
く
評
価
で
は
不
足
地
域
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
各
地
区
の
要

望
を
受
け
て
、
防
火
水
槽
や
消
火

栓
の
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

寺
家
町
、
諏
訪
町
、
一
王
町
、

門
前
町
で
は
、
川
と
道
路
の
高
低

差
が
あ
る
た
め
、
消
防
活
動
に
必

要
な
取
水
を
確
保
で
き
る
状
態
で

は
な
く
、
要
所
に
防
火
水
槽
が
整

備
さ
れ
て
お
り
、
消
火
栓
と
併
せ

て
利
用
を
し
て
い
る
。
防
火
水
槽

へ
の
補
給
と
し
て
、
寺
家
町
は
観

光
案
内
所
下
の
只
見
川
か
ら
可
搬

ポ
ン
プ
で
、
諏
訪
町
で
は
、
魚
淵

下
の
只
見
川
か
ら
の
給
水
が
可
能

で
、
現
段
階
で
は
銀
山
川
か
ら
の

取
水
は
考
え
て
い
な
い
。
県
施
工

の
銀
山
川
護
岸
工
事
は
、
治
水
事

業
と
し
て
進
め
ら
れ
て
お
り
、
利

水
事
業
に
つ
い
て
は
、
条
件
が
整

え
ば
、
実
施
し
て
い
る
自
治
体
等

は
あ
り
ま
す
が
、
地
理
的
条
件
や

コ
ス
ト
面
を
考
慮
し
て
、
水
利
の

拡
充
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆　

◆　

◆

Q
道
の
駅
広
場
に
は
、
子
供

用
滑
り
台
を
設
置
し
、
活

用
し
て
い
る
が
、
保
護
者
の
日
よ

け
や
椅
子
の
設
置
は
十
分
で
な
く
、

視
覚
的
に
も
狭
く
感
じ
る
。「
ほ

っ
と
ｉ
ｎ
や
な
い
づ
」
の
足
湯
の

塀
を
取
り
除
き
、
広
さ
や
浅
い
水

場
の
確
保
を
し
、
あ
ず
ま
や
を
利

用
す
れ
ば
保
護
者
の
見
守
り
に
活

用
で
き
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

A
（
町
長
）「
ほ
っ
と
ｉ
ｎ

や
な
い
づ
」
の
足
湯
側
の

塀
の
撤
去
に
つ
い
て
は
、
解
放
感

も
増
し
、
利
用
者
に
と
っ
て
も
、

利
用
し
や
す
い
環
境
に
な
る
と
考

え
る
が
、
関
係
機
関
と
の
十
分
な

協
議
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

関係者・関係団体等と協議
しながら進めたい

１．森林公園とスキー場の今後は？
２．町の防災対策が不十分ではないか？
３．道の駅の広場の改良を！

町長
２番　渡

わた

邊
なべ

俊
とし

典
のり

議員
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活 動 報 告
10月以降の主な関連行事

令和７年度定期監査令和７年度定期監査
10月22日（水）から７日間、令和７年度上半期の
町会計事務及び経営管理状況に関する会計監査を行い
ました。

・�各担当課職員より資料の説明を受ける新井田博之代
表監査委員と新井田順一監査委員（議員）

（右の写真）

第69回町村議会議長全国大会・両沼地方町村議会議長会の要望活動に参加（議長）第69回町村議会議長全国大会・両沼地方町村議会議長会の要望活動に参加（議長）
両沼町村議会議員大会の決議事項の要望活動が11月５日（福島県庁、県議会）と11月11日

（地元選出国会議員）に行われ、翌日12日には東京都NHKホールで町村議会議長全国大会が開
催されました。今回の全国大会では、政府関係者が来賓として出席する中、国の令和８年度予算
編成と施策等に対して「町村財政の強化」や「産業振興対策の強化」などの37項目の要望を提
案し、さらに全国の町村議会の総意として、下記の３つの特別決議を採択して、実現できるよう
に要請いたしました。
①�　東日本大震災及び令和６年能登半島地震等からの復旧・復興、原子力発電所事故への対応及
び防災・減災対策の確立を求める特別決議
②�　地方創生を切れ目なく強力に推進するよう求める特別決議
③�　町村の安定的な財政運営に必要な地方交付税等の一般財源総額の増額確保・充実等を求める
特別決議

11月５日福島県庁、県議会 11月11日衆参議院議員会館 11月12日ＮＨＫホール

令和８年 町民年頭賀詞交歓会令和８年 町民年頭賀詞交歓会
１月５日（月）つきみが丘町民センターにおいて、
新春恒例の町民年頭賀詞交歓会が開催されました。齋
藤議長が議会を代表し、年頭の祝詞を述べました。
参加者の皆様と新年のあいさつを交わし、柳津町の
今年の躍進を誓い、歓談しました。
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お 知 ら せ

議会では、年間を通じて、多種多様な議案が提出され、広範囲にわたる行政事務が審議の対象
となります。これらの複雑な事柄を専門分野ごとに分担し、詳細な審査や調査を行うために「委
員会」が設置されます。委員会には、大きく分けて「常任委員会」と「特別委員会」があります。
常任委員会は、総務、文教、産業、厚生、広報などの分野に特化して常設される委員会です。
所管する事務の審査や調査を行い、専門的な視点から審議します。
特別委員会は、特定の重要課題や緊急性の高い事項に対応するため、必要に応じて設置される
委員会で、例えば、予算の審査に特化した「予算委員会」では、一般会計や特別会計の予算の審
議を行うなど、自治体の財政運営の根幹を担う重要な役割を果たします。
多様な地域の課題に応え、より良い未来を築くため、委員会の重要性は、ますます増しています。

町議会では、議会の運営等に関して、町民の皆様からのご意見を伺い、今後の議会運営に反映
させるための「議会モニター制度」を実施しております。令和８年度の議会モニターを募集しま
すので、この機会に、ぜひ、応募していただき、貴重なご意見をお聞かせください。

【　資　　格　】①満18歳以上の町民の方（町役場職員を除く）
②町議会の仕組みや運営に関心のある方
③町政及び地域社会の発展に関心がある方

【　任　　期　】令和８年４月１日～令和９年３月31日（１年間）（※再応募は可能です）
【　応募期間　】�令和８年３月２日（月）から３月23日（月）まで（郵送の場合は当日消印有効）
【　申込方法　】�申込用紙に必要事項を記入し議会事務局まで、持参、郵送、FAX、メール、い

ずれかの方法でお申し込みください。
申込用紙は議会事務局・西山支所にございます。町のホームページよりダウン
ロードすることもできます。

【お問い合わせ】町議会事務局　電話0241-42-2390　※町のホームページにも掲載しております。

柳津町議会 特別委員会
予算・決算などの審議

議会運営委員会

総務文教常任委員会 産業厚生常任委員会

磯目委員長

田﨑委員 齋藤委員 岩渕委員 新井田委員 渡邊委員 荒明委員荒明委員

松村委員長 新井田委員長小林副委員長 渡邊副委員長 小林副委員長

広報常任委員会

議会モニターになってみませんか？募集します!

議会における委員会の役割議会豆知識
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や
な

い
づ

議
会

だ
よ

り

−− 議 会 の 動 き 議 会 の 動 き（令和７年9月第３回定例会以降）（令和７年9月第３回定例会以降）  −−
	 ９月12日	 斎藤清美術館秋季特別企画展オープニング「コレクターズepisode２」
	 14日	 柳津町敬老会（本庁地区）（町民センター）
	 15日	 柳津町敬老会（支所地区）（せいざん荘）
	 18日	 秋の全国交通安全運動交通安全宣言式
	 10月１日	 中学生議会事前学習会（議場、大会議室）
	 ２日	 第12回市町村対抗福島県ソフトボール大会
	 	 柳津町チーム壮行会（町長公室）
	 16日	 中学生議会（議場）　　　　　
	 	 会津柳津学園中学校３年生（右上の写真）
	 	 町自治功労者表彰審査委員会（第１会議室）
	 17日	 議会全員協議会（大会議室）
	 20日	 町村議会議員研修会（郡山市）（右の写真）
	 22日	 第４回町議会臨時会
	 26日	 町消防団秋季検閲式（スパーク柳津）
	 11月５日	 第35回両沼地方町村議会議員大会決議事項の県・県出先機関要望
	 ６日	 総務文教常任委員会行政調査（〜７日、茨城・千葉県方面）
	 	 産業厚生常任委員会行政調査（〜７日、新潟・山形県方面）
	 ７日	 第37回ふくしま駅伝大会柳津町チーム壮行会（海洋センター武道館）
	 11日	 第35回両沼地方町村議会議員大会決議事項の国に対する
	 	 要望、会津選出国会議員との懇談会（東京都）
	 12日	 第69回町村議会議長全国大会（東京都）（右の写真）
	 16日	 第37回ふくしま駅伝大会柳津町チーム応援
	 20日	 議会全員協議会（大会議室）
	 	 町海外派遣事業実行委員会（第２会議室）
	 21日	 第37回ふくしま駅伝大会柳津町チーム報告会・解団式（ふれあい館）
	 26日	 町戦没者追悼式並びに慰霊祭（圓藏寺会館）
	 27日	 町合併70周年記念式典・自治功労者表彰・公営施設落成（町民センター）
	 12月２日	 国道400号杉峠改良促進期成同盟会ほか２つの同盟会合同県要望
	 ３日	 議会運営委員会

今
年
は「
丙
午
」の
年
に
あ
た
り
ま

す
。
丙
午
年
は
、
い
ろ
い
ろ
の
縁
起

が
言
わ
れ
ま
す
が
、
私
は
、
そ
れ
を

特
別
視
す
る
よ
り
も
町
が
新
し
い
一
歩
を
踏

み
出
す
節
目
の
年
と
し
て
受
け
止
め
て
い
ま

す
。人

口
減
少
に
よ
る
商
店
街
の
空
洞
化
、
農

業
分
野
で
の
担
い
手
の
高
齢
化
や
深
刻
な
人

手
不
足
な
ど
、
私
た
ち
の
町
は
多
く
の
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
同
時
に
豊
か

な
自
然
や
人
の
つ
な
が
り
の
温
か
さ
、
そ
し

て
、
福
満
虚
空
藏
菩
薩
圓
藏
寺
や
奥
の
院
弁

天
堂
な
ど
の
誇
り
を
持
て
る
歴
史
と
文
化
と

い
う
大
き
な
財
産
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
地
域
の
強
み
を
活
か
し
、
農
業

や
商
業
な
ど
の
地
元
産
業
の
育
成
や
観
光
の

振
興
、
そ
し
て
若
い
世
代
の
定
住
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
活
力
を
生
み

出
す
鍵
に
な
り
ま
す
。
行
政
だ
け
で
な
く
住

民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、
知

恵
と
工
夫
を
重
ね
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
会
と
し
て
も
現
場
の
声
を
大
切
に
し
、

地
域
が
元
気
に
な
る
政
策
作
り
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
率
直
な
ご

意
見
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

�

（
岩
渕
清
幸
）

委
員
長　
新
井
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順　
一

副
委
員
長　
小　
林　
　
　
浩

委　
　
員　
渡　
邊　
俊　
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荒　
明　
正　
一
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ちょっと
一言


